
ことしの予算ことしの予算

令和６年度の主な予算を紹介します。補助金に関しては先日

配布した「東峰村の補助金一覧」をご覧ください。

令和６年度の主な予算を紹介します。補助金に関しては先日

配布した「東峰村の補助金一覧」をご覧ください。



●学校給食調理業務委託事業 （教育課）
●買い物支援業務委託費 （住民福祉課）

●地域おこし協力隊 （ふるさと推進課・農林建設課）
●地域コミュニティ協議会検討事業 （総務企画課）
●地域通貨システム拡張事業 （ふるさと推進課）
●AIデマンド交通（オンデマンドタクシー） （ふるさと推進課）
●地域活性化住宅建設事業（R5繰越含む） （農林建設課）

●公共土木災害復旧工事（R5繰越含む） （農林建設課災害対策室）
●農地・農業用施設復旧工事（R5繰越含む） （農林建設課災害対策室）
●林道施設災害復旧工事（R5繰越含む） （農林建設課災害対策室）
●地域防災がけ崩れ対策事業（R5繰越含む） （農林建設課災害対策室）

●村道橋梁点検・補修改修工事 （農林建設課）
●村道延田・紙屋線改良工事 （農林建設課）
●緊急自然災害防止対策事業 （農林建設課）

●畦畔保護工事 （農林建設課）
●森林環境整備事業 （農林建設課）
●有害鳥獣防護柵設置工事 （農林建設課）
●日田彦山線BRT駅周辺整備事業 （ふるさと推進課）
●地域の特産品開発事業 （ふるさと推進課）
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村民の皆様には、日頃より村づくりにご理解とご協力をいただき、

心よりお礼申し上げます。

昨年度は平成29年九州北部豪雨災害関連工事が完了に近づく中

再び甚大な災害に見舞われました。道路・河川・農地の災害査定は、

終了しましたが、補助要件を満たさない箇所の災害については、単独

起債事業などにより、昨年度より引き続き対応してまいります。

一日も早く復旧・復興に向け、一丸となって進めてまいりますが、村民の皆様

におかれましては工事に当たってご理解ご協力をお願いいたします。また昨年度の災害により、

緊急的な財政出動が発生し、財政状況も一段と厳しいものとなっています。柔軟に活用できる財

政調整基金は現在約8億4,861万円となり、平成29年度災害発生以前より約48％の減少となってお

ります。今後、国や県にも財政的な支援を強く要望し、より一層補助金や起債を十分活用しなが

ら事業を遅滞なく進めてまいりたいと思います。

このような厳しい財政状況の中、ふるさと納税は皆様のおかげにより令和5年度においても約3

億円の納税をいただきました。そうした財源も考慮しながら今年度の予算編成を行いました。

今年度の予算は、災害復旧関連工事はもちろんのこと、昨年8月にBRTで再開したJR日田彦山線

「ひこぼしライン」の駅周辺整備関連事業、生活の豊かさを享受できるためのDX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰ

ﾒｰｼｮﾝ）事業の推進、地域協働を推進するためのコミュニティ協議会の発足などにも重点を置いた

内容となっております。本年度も引き続き、村民の皆様が安心して生活ができる元気で活力ある

村づくりに取り組み、職員一同、村民の皆様と一体となって事業遂行してまいる所存です。ご理

解ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

東峰村長 眞 田 秀 樹

ひこぼしライン 開業記念式典



自然・伝統・文化を活かした魅力あるものづくり

森林環境整備事業（農林建設課）

森林環境譲与税を活用し、森林所有者の管理
意向を調査しています。調査の情報を基に森林
施業へ繋げるとともに、生産される木材を活用
する事業を行っていきます。

◆主な経費
委託費 １，１４４万円
工事請負費 ６６０万円

◆財源
国県補助金 １，４５６万円
一般財源 ３４８万円

１

有害鳥獣防護柵設置工事（農林建設課）

福岡県鳥獣被害防止総合対策交付金を活用し
鳥獣侵入防止柵設置工事1,500ｍを実施予定で
す。

◆主な経費
工事請負費 ２，０３５万円

◆財源
国県補助金 ９６８万円
受益者分担金 ２０４万円
一般財源 ８６３万円

日田彦山線BRT駅周辺整備事業
（ふるさと推進課）

日田彦山線BRT筑前岩屋駅・大行司駅・宝珠
山駅周辺の整備について、工事や測量等を行っ
ていきます。

◆主な経費
委託料 ５，２１９万円
工事請負費 １億８，６６２万円

◆財源
国県補助金 ９，３９８万円
日田彦基金 ９，９７１万円
一般財源 ４，５１２万円

【議会との協議しない事業も一部含まれています。】

地域の特産品開発事業
（ふるさと推進課）

新たな地域の特産品の開発のため、機器等を
試験的に導入し、村の商工振興の一助とします。

◆主な経費
委託料 ５５０万円
備品購入費 １，１１５万円

◆財源
日田彦基金 ９２４万円
一般財源 ７４１万円

畦畔保護工事
（農林建設課）

福岡県農村整備総合事業補助金を活用し、石
積畦畔コンクリート保護工事300mを実施予定で
す。

◆主な経費
工事請負費 １，０４２万円

◆財源
国県補助金 ５２１万円
受益者分担金 ２２０万円
一般財源 ３０１万円

【有害鳥獣防護柵設置工事 着工前 （大字宝珠山）】

上記2事業について、予算は可決していますが、議会等との協議の上、進めていく事業です。

【有害鳥獣防護柵設置工事 完了後 （大字宝珠山）】



村道延田・紙屋線改良工事
（農林建設課）

村道延田・紙屋線の幅員拡張工事を行います。

◆主な経費
工事請負費 ５，０００万円

◆財源
起債（過疎対策債） ５，０００万円

美しく、安全で暮らしやすい村づくり

緊急自然災害防止対策事業
（農林建設課）

東峰村が管理する河川の防災工事を行います。
（下合水路、宝珠山原地区水路、蔵貫地区水路、
東地区水路、サキバル地区水路、寺村地区水路、
竹地区水路）

◆主な経費
委託料 ４，４００万円
工事請負費 ５，０００万円

◆財源
起債（緊急自然災害防止対策事業債）

９，４００万円

【緊急自然災害防止対策事業 河川防災工事の一例】

村道橋梁点検・補修改修工事
（農林建設課）

村道橋梁の点検と経年劣化等により補修が必
要となった箇所の補修改修工事を行います。

本年度改修箇所は釜床橋を予定しています。

◆主な経費
委託料 ３５０万円
工事請負費 １，０００万円

◆財源
国庫支出金 ８９８万円
起債（過疎対策債） ４５０万円
一般財源 ２万円

【 釜床橋 （大字小石原鼓）】

原地区水路（大字福井） 工事予定箇所

【 村道延田・紙屋線（大字福井） 】

２



３

農地・農業用施設災害復旧工事
（R5繰越含む）（農林建設課 災害対策室）

農地・農業用施設（R5繰越含む）の災害復旧
工事を行います。

◆主な経費
委託料 ８００万円
工事請負費 ３億９，３５０万円
負担金補助等 ２，１４５万円

◆財源
国県補助金 １億９，３７６万円
起債（災害復旧事業債）

７，１９０万円
受益者分担金 ５４８万円
一般財源 １億５，１８１万円

公共土木災害復旧工事（R5繰越含む）
（農林建設課 災害対策室）

公共土木施設（R5繰越含む）の災害復旧工事
を行います。

◆主な経費
委託料 ２，０００万円
工事請負費 ４億４，７１７万円
その他 ２７万円

◆財源
国県補助金 ３億１，０７５万円
起債（災害復旧事業債）

１億５，１５０万円
一般財源 ５１９万円

地域防災がけ崩れ対策事業 （R5繰越含む）
（農林建設課 災害対策室）

地域防災がけ崩れ対策事業の災害復旧工事を
行います。

◆主な経費
委託料 ３，０６６万円
工事請負費 ２億９，０９４万円

◆財源
国県補助金 ２億７，８６４万円
起債（災害復旧事業債）

３，１９０万円
一般財源 １，１０６万円

林道施設災害復旧工事 （R5繰越含む）
（農林建設課 災害対策室）

林道施設の災害復旧工事を行います。

◆主な経費
委託料 ２，０００万円
工事請負費 ４，８１４万円

◆財源
国県補助金 １，０２８万円
起債（災害復旧事業債）

３，６１０万円
一般財源 ２，１７６万円

美しく、安全で暮らしやすい村づくり 《 災害復旧関連 》

奥畑川河川災害復旧工事（小石原北区）

工事前

工事後



４

住民主役・行政と協働の持続可能な村づくり

地域おこし協力隊
（ふるさと推進課・農林建設課）

地域おこし協力隊制度を活用して、都市部の人材を東峰村に招聘し、村の活性化を図り、隊員の
定住・定着につなげます。

◆主な経費（15名分） ◆財源
報酬・活動費等 ７，３４２万円 一般財源（特別交付税措置） ７，３４２万円

地域通貨システム拡張事業
（ふるさと推進課）

昨年度導入したデジタル地域通貨（とほっぴペ
イ）にタクシー助成券やふるさと納税返礼品等と
の連携などを行い、地域経済の更なる活性化を目
的としてデジタル地域通貨の機能を拡張します。

◆主な経費
委託料 ３，４４１万円

◆財源
国県補助金 １，７２１万円
一般財源 １，７２０万円

AIデマンド交通（オンデマンドタクシー）
（ふるさと推進課）

ドア・ツー・ドア方式で村内全域をカバーす
るAIを活用した乗合オンデマンドタクシーを運
行します。

◆主な経費
委託料 ２，２８３万円

◆財源
起債（過疎対策債） １，４３０万円
一般財源 ８５３万円

地域活性化住宅建設事業（R5繰越含む）
（農林建設課）

若者の定住促進や単身者向けの住宅を建設し
様々なニーズを捉えた暮らしやすい生活環境・定
住促進の充実を図るため多様性のある設計の住宅
を整備します。

◆主な経費
委託料他 １８７万円
工事費（建物） １億８，５００万円
分担金 １４８万円

◆財源
起債（合併特例債）１億７，５７０万円
一般財源 １，２６５万円

地域コミュニティ協議会検討事業
（総務企画課）

持続可能な地域コミュニティに関し、検討す
るための協議会を行い、共助・住民協働の基盤
整備を行います。
◆主な経費

旅費等 １０５万円
委託費 ６５０万円
その他 ８０万円

◆財源
一般財源 ８３５万円



５

買い物支援業務委託費
（住民福祉課）

村内の生鮮食料品や生活雑貨を取り扱う商店
が減少し、買い物等が困難になった方等の支援
のため移動スーパーを展開しています。

◆主な経費
委託料 ４，１７５万円

◆財源
起債（過疎対策債） ４，１００万円
一般財源 ７５万円

高齢者等にやさしく、子育てしやすい村づくり

愛する心を育む人づくり

※１ この「ことしの予算」には別途配布した「東峰村の補助金一覧」で紹介した事業は掲載していません。

◆特別会計等の予算の内容◆
★簡易水道事業会計（今年度より会計法適用により複式簿記となり、歳入歳出が同額とはなりません。）

収益的収入 １億 ３２８万円 収益的支出 １億 ８８万円

資本的収入 １，６０３万円 資本的支出 ２，７１４万円

収益的収支：一事業年度において企業の経営活動に伴って発生する収益（収入）と費用（支出）

資本的収支：建物等の建設といった支出効果が次年度以降に及ぶものや企業債の元利償還等の費用と財源

★国民健康保険事業特別会計

歳入歳出総額 ３億５，８７７万円（昨年度比３，９８２万円増）

主な増額理由は、保険給付費（一般被保険者）の増

★後期高齢者医療特別会計

歳入歳出総額 ３，９７２万円（昨年度比１８１万円減）

主な減額理由は、広域連合納付金（保険料等負担金）の減

小石原窯跡群（釜床1号窯）法面保護事業
（教育課）

県指定文化財の小石原窯跡群（釜床1号窯）
に隣接する不安定な法面について、法面保護工
を施工し文化財の保護を行います。

◆主な経費
工事請負費 １，２５８万円

◆財源
国県補助金 ６２９万円
一般財源 ６２９万円

【小石原窯跡群（釜床1号窯）】

学校給食調理業務委託事業
（教育課）

学校給食調理業務を委託することにより、調
理員を安定的に確保し、安心・安全で持続可能
な学校給食を目指すものです。

◆主な経費
委託料 １，４１０万円

◆財源
一般財源 １，４１０万円



依存財源
７１．４％

国や県からの
補助金、交付
金や借入金
（R5 69.6%）

自主財源
２８．６％

村が自主的に
収入しうる財源
（R5 30.4%）

令和６年度 一般会計予算の概要

令和６年度当初予算は、前年度比７億６，８１８万円増の予算となっています。

増額の要因としては、公共土木施設災害復旧費（３億４，３１０万円増）、JR日田彦山線 駅周辺整備

事業（２億４，６６２万円増）、農地農業用施設災害復旧費（１億７，２００万円増）、住宅建設事業費

（１億８，５００万円増）、林道施設災害復旧費（４，９９９万円増）、地域防災がけ崩れ対策事業（４，

６４４万円増）、災害派遣職員負担金（２，４００万円増）、防犯灯設置工事（１，５４５万円増）、学

校給食調理業務委託（１，４１０万円増）が主なものです。

減額の要因としては、防災無線機能強化事業（３億円減）、消防団車両購入事業（２，９００万円減）

AIオンデマンド交通車両購入・委託料（２，１１３万円減）、竹棚田駐車場整備（１，９３６万円減）が

主なものです。

48億3,693万円
令和５年度 40億6,875万円

村税 1億5,479万円

その他
12億2,843万円

国・県支出金
10億1,610万円

地方交付税
17億5,513万円

村債 5億9,568万円

その他 8,679万円

住民税、固定資産税、軽自
動車税等

使用料、手数料、分担金、負
担金、寄付金、財産収入、繰
入金、諸収入等

対前年比

-79万円

+1億4,749万円

特定の事業に対し、使途を
限定した国・県からの補助
金・負担金・交付金

地方財政の運営を保障する
ための国からの交付金

国や金融機関からの借入金

地方譲与税、地方消費税交
付金等

+5億6,750万円

+1億1,281万円

-6,223万円

+340万円

６



人件費
7億9,181万円

公債費 4億3,041万円

物件費
12億7,420万円

補助費等
6億256万円

積立金 2,322万円
その他 1,482万円

借入金の返済に要する経費

一般職員の他、村長、副村長、
教育長、議員及び各種委員の
報酬など

対前年比

+3,386万円

+3,746万円

建設事業、災害復旧
事業など、支出の効
果が単年度や短期的
に終わらず、固定的
な資本の形成に向け
られる経費。
（R5は21.1%）

児童、高齢者、障がい者などの
福祉サービスに要する経費

消耗品、備品などの物品調達に
係る経費や庁舎管理・行政運営
に係る委託料など

国保、水道など特別会計への繰出金

+2,660万円

+5億3,276万円

村全体の管理事務など（予備費含む）
R5 （ 13億2,782万円）
総務費 16億7,607万円

R5

R5

R5

R5
公債費 4億3,041万円

R5（ 4,688万円）
議会費 4,657万円

R5 （ 1億3,769万円）

消防費 1億930万円

教育費 1億5,154万円

道路、河川、ダム関連、住宅など

農林水産、商工業、観光など

高齢者・児童・障がい者福祉など

簡易水道事業特別会計への繰出し金

借入金の返済

消防、防災など

議会の運営

小・中学校、社会教育など

目 的 別 経 費目 的 別 経 費

繰出金 8,729万円

投資的経費
13億9,229万円

（内 災害復旧事業費
7億8,921万円）

扶助費 2億2,033万円

災害復旧費

性 質 別 経 費性 質 別 経 費

+1億989万円

各種団体に対する補助金や一部事
務組合に対する負担金等の経費

+2,020万円

-341万円

+405万円財政調整基金や各種目的基金へ
の積立金

維持補修費、貸付金、予備費

義務的経費 ２９．８％

支出が義務的で任意
では削減できない経
費。この割合が小さ
いほど財政の弾力性
があるといわれる。
（R5は33.1%）

その他経費 ４１．４％

義務的経費、投資的

経費に該当しない経費
（R4は45.8%）

農林水産商工費 4億2,126万円

諸支出金 1,869万円

（ 3億9,295万円）

R5  （ 4億4,917万円）

R5（ 1,850万円）

災害復旧費 7億9,324万円

投資的経費 ２８．８％

5億円

７

+677万円

土木費 3億9,770万円

普通建設事業及び災害復旧事
業に要する経費

10億円

民生費 5億9,205万円
（ 5億7,058万円）

（ 4億8,684万円）

（ 2億5,917万円）

R5 （ 2億472万円）
保健衛生費 2億10万円保健衛生、ゴミ、し尿処理など

R5（ 1億7,442万円）



村債（村の借金）は、令和５年度末（見込）で４６億３，０００万円（一般会計）、前年度比で５，

１６０万円の増となっています。増額の主な要因は平成２９年九州北部豪雨、令和２年梅雨前

線豪雨、令和３年８月豪雨、令和５年７月豪雨による災害復旧事業等に伴う借入れ、緊急自然

災害防止対策事業（河川防災）、緊急防災減災事業（防災無線更新）に伴う借入れを行ったた

めです。

ただし、村の借金には、返済金の一部が国からの地方交付税で返ってくるものが大半を占め

ているため、実質的にはその３割程度となります。

令和５年度末（見込）の基金（村の貯金）残高は、３３億７，５８７万円で、前年度比８，４３３万

円増加しました。減少の主な要因として、財政調整基金や施設改修基金の取り崩しが大きいも

のとなっています。

なお、村の財源補てんのために必要な時に使える「財政調整基金」の残高は、昨年より１億５

千万円減の８億４，８６１万円です。財政調整基金が減少すると、村の弾力的な予算編成、執

行ができなくなりますが、現状では概ね良好な財政運営になっています。

村では、こうした借金と貯金とのバランスや経済の動向を考え、将来にわたっての様々な財

政分析をしながら効率的な財政運営に努めています。

村債（借金）と基金（貯金）の状況について

村債（借金）の推移 基金（貯金）の推移

40億円 40億円20億円 20億円

H27年度末 24億89万円

H28年度末 24億1,971万円

H29年度末 25億5,883万円

H27年度末 39億9,763万円

H28年度末 38億8,497万円

H29年度末 35億8,657万円

R2年度末 31億9,654万円

H30年度末 29億883万円 H30年度末 34億9,080万円

８

R1年度末 35億1,225万円 R1年度末 35億326万円

R3年度末 35億1,734万円R3年度末 43億1,994万円

R2年度末 40億92万円

R4年度末 36億167万円R4年度末 45億7,840万円

R5年度末（見込） 46億3,000万円 R5年度末（見込） 33億7,587万円



東峰村 ことしの予算
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